
JP 6873205 B2 2021.5.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）可能なユーザ装置（ＵＥ）における、Ｄ２Ｄ信号また
はチャネルのリンク品質を決定するための方法であって、前記方法は、
　他のＤ２Ｄ可能なＵＥから送信されたディスカバリー信号またはチャネルを受信するこ
とと、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルの検出が成功すると、前記他のＤ２Ｄ可能なＵ
Ｅを識別し、前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースでの受信信号電力を測定
することと、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースを除く、スケジューリング割り当て
（ＳＡ）のためのリソースでのみ、信号強度インジケータを測定することと、
　前記測定された受信信号電力に基づくとともに前記測定された信号強度インジケータに
基づいて前記リンク品質を決定することと、を有する、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記信号強度インジケータを測定することは、前記検
出に成功したディスカバリー信号またはチャネルに関連付けられたリソースで前記信号強
度インジケータを測定することを有する、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記リンク品質を決定することは、
　前記リンク品質＝ＮＰＲＢ ×（前記測定された受信信号電力／前記測定された信号強
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度インジケータ）にしたがって前記リンク品質を決定することを含み、ここでＮＰＲＢは
Ｄ２Ｄ通信のために使用される測定バンド幅における物理リソースブロック（ＰＲＢ）の
数である、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記ディスカバリー信号またはチャネルの前記リソー
スで受信信号電力を測定することは、前記ディスカバリー信号またはチャネルの基準信号
受信電力（ＲＳＲＰ）を測定することを含み、前記ディスカバリー信号またはチャネルの
リソースから分割された残りのリソースで、信号強度インジケータを測定することは、受
信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を測定することを含み、前記測定されたＲＳＲＰに
基づくとともに前記測定されたＲＳＳＩに基づいてリンク品質を決定することは、前記デ
ィスカバリー信号またはチャネルの基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）を測定することを含む
、方法。
【請求項５】
　Ｄ２Ｄ信号またはチャネルのリンク品質を決定するように構成されたデバイスツーデバ
イス（Ｄ２Ｄ）可能なユーザ装置（ＵＥ）であって、前記Ｄ２Ｄ可能なＵＥは、
　他のＤ２Ｄ可能なＵＥから送信されたディスカバリー信号またはチャネルを受信するよ
うに構成されたトランシーバ回路と、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルの検出が成功すると、前記他のＤ２Ｄ可能なＵ
Ｅを識別し、前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースで受信信号電力を測定し
、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースを除く、スケジューリング割り当て
（ＳＡ）のためのリソースでのみ、信号強度インジケータを測定し、
　前記測定された受信信号電力に基づくとともに前記測定された信号強度インジケータに
基づいて前記リンク品質を決定するように構成されたプロセッシング回路と、を有する、
Ｄ２Ｄ可能なＵＥ。
【請求項６】
　請求項５に記載のＤ２Ｄ可能なＵＥであって、前記プロセッシング回路は、検出に成功
した前記ディスカバリー信号またはチャネルに関連付けられているリソースで前記信号強
度インジケータを測定するように構成されている、Ｄ２Ｄ可能なＵＥ。
【請求項７】
　請求項５に記載のＤ２Ｄ可能なＵＥであって、前記プロセッシング回路は、
　前記リンク品質＝ＮＰＲＢ ×（前記測定された受信信号電力／前記測定された信号強
度インジケータ）にしたがって、前記リンク品質を決定するように構成されており、ここ
でＮＰＲＢはＤ２Ｄ通信のために使用される測定バンド幅における物理リソースブロック
の数である、Ｄ２Ｄ可能なＵＥ。
【請求項８】
　請求項５に記載のＤ２Ｄ可能なＵＥであって、前記測定される受信信号電力は、前記デ
ィスカバリー信号またはチャネルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）であり、前記測定され
る信号強度インジケータは、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）であり、前記リンク
品質は、前記ディスカバリー信号またはチャネルの基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）である
、Ｄ２Ｄ可能なＵＥ。
【請求項９】
　デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）可能なＵＥのプロセッシング回路により実行されると
前記Ｄ２Ｄ可能なＵＥに、
　他のＤ２Ｄ可能なＵＥから送信されたディスカバリー信号またはチャネルを受信するこ
とと、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルの検出が成功すると、前記他のＤ２Ｄ可能なＵ
Ｅを識別し、前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースでの受信信号電力を測定
することと、
　前記ディスカバリー信号またはチャネルのリソースを除く、スケジューリング割り当て



(3) JP 6873205 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

（ＳＡ）のためのリソースでのみ、信号強度インジケータを測定することと、
　前記測定された受信信号電力に基づくとともに前記測定された信号強度インジケータに
基づいて前記ディスカバリー信号またはチャネルのリンク品質を決定することと、を実行
させるプログラム命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この開示はデバイスツーデバイス（デバイス間）直接リンク通信の品質を判定するため
の、ユーザ装置またはデバイスと、当該ユーザ装置またはデバイスによって実行される方
法とに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　無線デバイスなどの通信デバイスは、たとえば、ユーザ装置（ＵＥ）、移動端末、無線
端末、および／または、移動局としても知られている。端末は、ときにセルラー無線シス
テムやセルラーネットワークとも呼ばれるセルラー通信ネットワークや無線通信システム
において無線で通信する。この通信は、たとえば、二つの無線デバイス間、無線デバイス
と通常の電話機との間、および／または、無線デバイスとサーバとの間で、セルラー無線
通信ネットワークに含まれている、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と、可能であれ
ば、一つ以上のコアネットワークとを介して実行されうる。
【０００３】
　無線デバイスは、さらに、移動電話機、セルラー電話機、無線機能を有するラップトッ
プ、または、サーフプレートと呼ばれうるもので、さらなるいくつかの例も言及される。
この説明における端末は、たとえば、ポータブル型、ポケット記憶可能型、ハンドヘルド
型、コンピュータ含有型、または、自動車搭載型であって、ＲＡＮを介して、他の端末や
サーバなどの他方のエンティティと通話可能および／またはデータ通信可能なものであっ
てもよい。
【０００４】
　セルラー通信ネットワークは、セルエリアに分割される地理的エリアをカバーし、各セ
ルアリアは、ときにはたとえば「ｅＮＢ」「ｅＮｏｄｅＢ」「ＮｏｄｅＢ」「Ｂノード」
またはＢＴＳ「ベーストランシーバ局」などと、使用される技術や用語に応じて呼ばれる
、たとえば無線基地局（ＲＢＳ）などの基地局である、アクセスノードによって収容され
てサービスを提供される。基地局は、送信電力やそれによるセルサイズに基づき、たとえ
ば、マクロｅＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢまたはピコ基地局などに、クラス分けされ
うる。セルは、地理的なエリアであり、基地局サイトにおける基地局によって無線カバレ
ッジを提供される。基地局サイトに配置されている一つの基地局は一つまたはいくつかの
セルにサービスを提供している。さらに、各基地局は一つまたはいくつかの通信技術をサ
ポートしていてもよい。基地局は、無線周波数上で動作するエアインターフェースを介し
て、基地局の範囲内にいる端末と、通信する。この開示の説明において、ダウンリンク（
ＤＬ）という表現は、基地局から移動局への伝送パスについて使用される。アップリンク
（ＵＬ）という表現は、反対方向、つまり、移動局から基地局への伝送パスについて使用
される。
【０００５】
　第三世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）のロングタームエボリューション
によれば、基地局は、ｅＮｏｄｅＢまたはｅＮＢと呼ばれ、一つ以上のコアネットワーク
と直接的に接続しうる。
【０００６】
　３ＧＰＰのＬＴＥ無線アクセス規格は、アップリンクおよびダウンリンクの双方のトラ
フィックについて高いビットレートおよび低遅延をサポートするために、開発されてきた
。ＬＴＥにおけるすべてのデータ伝送は無線基地局によって制御される。
【０００７】
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　あるｅＮＢによってサービスを提供されているセルから他のｅＮＢによってサービスを
提供されている他のセルへのハンドオーバなどの移動性の理由から、ＵＥは典型的に信号
またはチャネルの測定を実行する。ＵＥが測定してもよい異なるタイプのパラメータが定
義されている。たとえば、ＬＴＥによれば、ＵＥは次のような基準信号を測定しうる：Ｒ
ＳＲＰ（基準信号受信電力）およびＲＳＲＱ（基準信号受信品質）。
【０００８】
　ＲＳＲＰ（基準信号受信電力）はシステムバンド幅（帯域幅）の全体にわたって、セル
特有の基準信号を搬送するリソースエレメント（ＲＥ）の平均電力である。ＲＳＲＰは基
準信号を搬送するシンボルにおいて測定される。この典型的な範囲は約－４４ｄＢｍから
－１３０ｄＢｍである。この測定は、無線リソース制御（ＲＲＣ）のアイドル／接続、セ
ル再選択／選択、ハンドオーバシナリオなどにおいて、使用される。ＲＳＲＰについてＵ
Ｅは基準電力だけを測定するため、この測定は、欲しいとされる／望まれる信号の強度と
して見られてもよい。しかし、ＲＳＲＰは信号／チャネルの品質についての情報を与えな
い。換言すれば、ＲＳＲＰは所与の信号の信号強度を提供するにすぎず、その信号の品質
を提供するものではない。信号情報の品質について、「ＲＳＲＱ」と呼ばれる他のパラメ
ータが使用される。
【０００９】
　ＲＳＲＱ（基準信号受信品質）は（Ｎ×ＲＳＲＰ）／ＲＳＳＩと定義され、Ｎは測定帯
域幅におけるリソースブロック（ＲＢ）の数である。これは直接測定ではない。これはＲ
ＳＲＰとＲＳＳＩ（受信信号強度インジケータ）から導出される種類の値である。ＲＳＲ
ＰをＲＳＳＩで除算することで、干渉と欲しいとされる／望まれる信号の強度とについて
のいくつかの情報が与えられる。ＲＳＳＩパラメータは、サービングセルまたはサービン
グｅＮＢからの所望の電力と、コ・チャンネル電力と、他のノイズ源の電力とを含む、全
体の受信電力を表している。ＲＳＲＱを測定することは、絶対的なＲＳＲＰを無視して、
次のセルへのハンドオーバの実行を決定するときに、セルのエッジの近くで重要となる。
なお、ＲＳＲＱは接続状態中にだけ使用される。イントラおよびインター周波数絶対ＲＳ
ＲＱの精度は、±２．５ｄＢから±４ｄＢで変動し、これは±３ｄＢから±４ｄＢで変動
するインター周波数相対ＲＳＲＱの精度と同様である。
【００１０】
　ＲＳＳＩは、干渉と熱雑音とを含むトータルでの受信広帯域電力（すべてのシンボルで
の測定）についての情報を提供する。換言すれば、ＲＳＳＩはＵＥが全バンドにわたって
観測したトータルの電力である。これは、主要信号と、コ・チャンネル非サービングセル
信号と、隣接チャネル干渉と、特定バンド内の熱雑音とを含む。これは、非復調信号の電
力であり、ゆえに、ＵＥは同期や復調をすることなくこの電力を測定しうる。ＬＴＥにお
いてＲＳＲＰは信号強度についての情報を提供するため、ＲＳＳＩは干渉および雑音情報
を決定する際に役に立つ。これは、ＲＳＲＱの測定と算出とがＲＳＲＰとＲＳＳＩとの両
方を基礎としているからである。
【００１１】
　上述したように、リンク品質（ＲＳＲＱ）の測定は、所与のＬＴＥセルについての期待
される信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）の直接的なインジケーションを提供することを目的
としている。ＲＳＲＱは上述したようにＲＳＲＰとＲＳＳＩとの関数である。これら両方
の項は、測定を実行するＵＥにとってＤＬリンク品質についての情報を取得することに興
味があるため、ダウンリンク（ＤＬ）データチャネル物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）に基づいて決定／算出される。ＲＳＲＰの算出のために使用されるＣＲＳのポ
ジションと、ＬＴＥのフレーム構造とは、ＵＥの受信機にとって、規格やブロードキャス
トシステム情報のいずれかによって既知であるため、ＵＥの受信機は、ＲＳＲＰとＲＳＳ
Ｉの測定のために使用される正しいリソースエレメント（ＲＥ）の選択において、何の曖
昧さも有してはいない。
【００１２】
　しかし、セルラーケース（上述したＬＴＥケース）とは異なり、デバイスツーデバイス
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（Ｄ２Ｄ）可能なＵＥの受信機は、一般に、ＲＳＲＰとＲＳＳＩとを推定するための基準
信号の位置と、Ｄ２Ｄデータ伝送の位置とを把握していない。なぜなら、これは、ｅＮＢ
からのＤＬとは異なり、Ｄ２ＤのＵＥが一般にＤ２Ｄ通信においてＣＲＳなどの規定信号
を送信しないからである。したがって、レガシーな手続き（つまり、セルラーネットワー
クからの手続）が直接的にＤ２Ｄに適用される場合、ＲＳＲＰの算出を誤ってしまうか（
これはデータ伝送の欠如に由来する）、または、誤った干渉寄与成分をＲＳＳＩの算出に
含めてしまうかといったいずれかのリスクを有する。
【００１３】
　Ｄ２Ｄの簡潔な技術説明が以下のとおりである
　セルラーネットワークに対するアンダーレイとしての、Ｄ２Ｄ通信（近接サービス（Ｐ
ｒｏＳｅ）直接通信、または、サイドリンク通信、または、ピアツーピア通信などとも定
義される）は、通信するデバイス（ＵＥ）が近接していることの有利性を得ることや、同
時にこれらデバイスにコントロールされた干渉環境において動作することを可能にする手
段として、提供されてきた。 たとえば、Ｄ２Ｄ目的のセルラーアップリンクリソースの
いくつかを予約することによって、そのようなＤ２Ｄ通信は、セルラーシステムと同じス
ペクトルを共有することが推奨されている。Ｄ２Ｄ目的のために専用のスペクトラムを割
り当てることはほとんどありえない選択肢とみなされており、なぜならスペクトラムは乏
しいリソースだからであり、Ｄ２Ｄサービスとセルラーサービスとの間での（動的）共有
化はより柔軟性があり、より高いスペクトラム効率を提供できるだろう。
【００１４】
　Ｄ２Ｄ通信中にデータを送信するときの送信モードは、以下のいずれかである：
　－　ユニキャスト　－　特定のＵＥが受信機となる
　－　マルチキャストト（グループキャストとも呼ばれうる）　－　ＵＥのグループが受
信機となる
　－　ブロードキャスト　－　すべてのＵＥが受信機となる。
【００１５】
　コネクションレス型のＤ２Ｄ通信を用いると、事前のアレンジメントを必要とせずに、
一方のデバイスまたはＵＥから他方のデバイスまたはＵＥへデータを送信することが可能
となり、それによってオーバヘッドを削減でき、かつ、緊急状態で重要となる通信キャパ
シティを増大できる。ソース側のデバイスは、受信側が利用可能であり、かつ、データを
受信できることを最初に確認することなく、データを一つ以上のデバイスへ送信する。コ
ネクションレス通信は、一対一通信または一対多通信で使用可能であるが、とりわけ、マ
ルチキャストおよびブロードキャスト送信で有効であり、よって、ブロードキャストやグ
ループ通信に適している。
【００１６】
　Ｄ２ＤのＵＥがｅＮＢのネットワークカバレッジ内にいるときは、いずれかのＤ２Ｄ通
信はネットワークノード（ｅＮＢ）によって制御される。セル内の無線リソース（とりわ
け、アップリンクリソース）は、伝統的なセルラー通信とＤ２Ｄ通信とによって共用され
るため、ｅＮＢはＵＥがカバレッジ内に存在している場合やＤ２Ｄ通信の場合に無線リソ
ースを分割して割り当てるべきである。３ＧＰＰのリリース１２によれば、ＰｒｏＳｅま
たはＤ２Ｄ ＵＥ情報メッセージは、ＲＲＣプロトコルの一部として導入されている。こ
の情報メッセージは、ＵＥがｅＮＢに対してＰｒｏＳｅ通信またはＰｒｏＳｅ探索の必要
性について通知することが必要なときはいつでも、使用される。通信のためにこの情報メ
ッセージはＰｒｏＳｅ宛先のリストと、これらのそれぞれに関連付けられたインデックス
とを含む。マルチキャスト通信の場合、ＰｒｏＳｅのあて先はＰｒｏＳｅレイヤー２グル
ープ識別情報であり、ユニキャスト通信ではこれはＰｒｏＳｅ ＵＥ識別情報である。こ
のインデックスは、たとえば、データを宛先に送信するときにＭＡＣバッファステータス
レポートの中で使用されるような、グルーブ宛先またはユニキャスト宛先を提供するため
の、４ビットのショートリファレンスとして使用されうる。
【００１７】
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　さらに、二つのＵＥ間における所与のユニキャストトラフィックセッションは、直接通
信パスまたはインフラストラクチャ通信パスのどちらからを使用する。直接通信パスを使
用するときは、データはＤ２Ｄ通信を使用して、ＵＥ間で直接的に送信される。一方で、
インフラストラクチャ通信パスを使用するときに、データはネットワークノードを介して
送信される。後者のケースは、両方のＵＥがネットワークノードによるカバレッジ内に存
在するときに限って利用可能である。
【００１８】
　サービス継続性スイッチは、直接通信Ｄ２Ｄパスからインフラストラクチャ通信パスへ
、またはその逆に、ユーザトラフィックセッションを移動するためのプロシージャである
。「インフラストラクチャ通信パス」を用いることは、パケットは、非Ｄ２Ｄレガシー物
理（アップリンクおよびダウンリンク）チャネルを使用することを意味し、さらに、パケ
ットが、ＵＥとパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ ＧＷ）ノードとの間
のトンネルである、ベアラを介して、送信されることを意味する。
【００１９】
　インフラストラクチャ通信パスとＰｒｏＳｅ直接通信パスとの間でのサービスの継続性
は、異なる二つのシナリオに分割されうる。
【００２０】
　シナリオ１（「一つのＵＥ」）が図１に示されており、ユーザまたはＵＥのトラフィッ
クセッションが、ＵＥがカバレッジ内とカバレッジ外と間に移動するときでさえ、維持さ
れる。このシナリオでは、移動性は一方のＵＥ（ＵＥ１）に限られており、他方のＵＥ（
ＵＥ２）はリモートＵＥとＮＷ（ｅＮＢ）との間のリレーとして動作している。スイッチ
およびｅＮＢセル境界も図示されている。
【００２１】
　シナリオ２（「二つのＵＥ」）が図２に示されており、二つのスイッチが示されている
：二つのカバレッジ内ＵＥが相互に近接しているときに二つのカバレッジ内ＵＥ間でＰｒ
ｏＳｅ Ｄ２Ｄ通信パスへスイッチすること。このシナリオによれば、相応のＵＥ（ＵＥ
１およびＵＥ２）の移動性が考慮されるであろう。二つのｅＮＢであるｅＮＢ１とｅＮＢ
２が示されており、ここでＵＥ１はｅＮＢ１によってサービスを提供されていると考慮さ
れており、ここでＵＥ２はｅＮＢ２によってサービスを提供されていると考慮されている
。よって、インフラストラクチャモードから直接Ｄ２Ｄモードへ、つまり、ＵＥ間で、ス
イッチが実行される。
【００２２】
　Ｄ２Ｄデバイス間での無線近接関連の測定は、たとえば、インフラストラクチャモード
から直接Ｄ２Ｄモードへのパスのスイッチを決定するためのシナリオにおいて、力を発揮
する。しかし、上述したように、セルラーケース（ＬＴＥ）とは異なり、Ｄ２ＤまたはＰ
ｒｏＳｅ可能なＵＥの受信機は、一般に、ＲＳＲＰとＲＳＳＩとを推定するための基準信
号の位置と、Ｄ２Ｄデータ伝送の位置とを把握していない。なぜなら、これは、ｅＮＢか
らのＤＬとは異なり、Ｄ２ＤのＵＥが一般にＤ２Ｄ通信においてＣＲＳなどの規定信号を
送信しないからである。したがって、レガシーな測定手続き（つまり、セルラーネットワ
ークからの手続）が直接的にＤ２Ｄに適用される場合、ＲＳＲＰの決定もしくは算出を誤
ってしまうか（これはデータ伝送の欠如に由来する）、または、誤った干渉寄与成分をＲ
ＳＳＩの算出もしくは決定に含めてしまうかといったいずれかのリスクを有する。これは
上述の異なるシナリオにおけるＤ２Ｄ通信の性能に影響する。
【発明の概要】
【００２３】
　実施形態の目的は、Ｄ２Ｄ直接通信における測定精度を向上させるために、デバイスツ
ーデバイス直接通信の品質を決定するための方法、ＵＥまたはデバイスを提供することに
よって上記の課題を解決することにある。
【００２４】
　本開示にしたがってＤ２Ｄのために仕立てられたリンク品質測定が定義される。
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【００２５】
　ここでの実施形態の観点によれば、Ｄ２Ｄ信号／チャネルのリンク品質を決定するため
のＤ２Ｄ可能なＵＥにおける方法が提供され、本方法は、他方のＤ２Ｄ ＵＥから信号／
チャネルを受信することと、受信された信号／チャネルについて信号／チャネル検出を実
行することと、検出に成功すると、Ｄ２Ｄ ＵＥの送信機の識別情報を識別することと、
信号／チャネルのリソース上で受信された信号電力を測定／推定することと、信号／チャ
ネルのリソース上で、または、他のリソース上で信号強度インジケータを測定／推定する
ことと、を有する。信号強度インジケータは、たとえば、探索など、注目している送信側
ＵＥについて検出に成功した信号／チャネルに関連付けられたリソース上で測定／推定さ
れる。信号強度インジケータは、かわりに、信号電力が測定／推定されたところのリソー
スとは異なる、信号／チャネルについての他のリソース上で測定／推定されてもよいし、
測定／推定された受信された信号電力に基づくとともに、測定／推定された信号強度イン
ジケータに基づいて、リンク品質は決定されてもよい。
【００２６】
　ここでの実施形態の他の観点によれば、決定するためのＤ２Ｄ可能なＵＥが提供され、
処理回路／モジュールまたはプロセッサと、トランシーバ回路／受信機モジュールの一部
でありうる受信機回路／モジュールと、（トランシーバの一部でありうる）送信機回路／
モジュールと、メモリとを有する。受信機回路／モジュールまたはトランシーバは、他方
のＤ２Ｄデバイス（ＵＥ）からＤ２Ｄ信号／チャネルを受信するように構成されている。
処理回路／モジュールは受信された信号／チャネルの検出を実行するように構成されてい
るとともに、さらに検出が成功したか否かを判定するように構成されている。これはＣＲ
Ｃを実行することによって実行される。ＣＲＣが成功すると、処理回路／モジュールは、
信号／チャネルを送信した送信機Ｄ２Ｄデバイス（ＵＥ）の識別情報を識別するように構
成されている。処理回路／モジュールは、さらに、当該信号／チャネルのリソース上また
は他のリソース上で信号強度インジケータを測定または推定するように構成されている。
処理回路／モジュールは、さらに、推定された受信された信号電力に基づくとともに、推
定された信号強度インジケータに基づき、受信された信号／チャネルのリンク品質を決定
するように構成されている。
【００２７】
　ここでの実施形態の有利な点は、ＬＴＥにおけるケースのようなセル特有の基準信号に
ついて測定が実行されなくてよいことである。他の有利な点は、レガシーな測定定義を直
接適用することと比較して、Ｄ２Ｄリンク品質測定の精度が向上することである。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　ここでの実施形態の例示が、添付の図面を参照しながらより詳しく説明される。
【図１】実施形態が適用されうるシナリオである。
【図２】実施形態が適用されうる他のシナリオである。
【図３】実施形態が適用されうるさらに他のシナリオである。
【図４】Ｄ２Ｄ ＵＥによって測定を実行されうるリソースのプールを使用するリソース
分割を示す図である。
【図５】Ｄ２Ｄ ＵＥによって測定を実行されうるリソースのプールを使用する他のリソ
ース分割を示す図である。
【図６】Ｄ２Ｄ ＵＥによって実行される方法のいくつかの実施形態を示すフローチャー
トである。
【図７】ここでの実施形態にしたがったＤ２Ｄ ＵＥの実施形態を示すブロック図である
。
【図８】ここでの実施形態にしたがったＤ２Ｄ ＵＥの実施形態を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
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　以下では、ここで記述された解決手段の理解を容易にするためのいくつかのシナリオに
おいて、図面を参照しながら例示的な実施形態の詳細な説明が記載される。
【００３０】
　図３は実施形態が適用されうる例示的なシナリオを示している。四つのＤ２Ｄ ＵＥが
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとして示されている。近接しているこれらのデバイスのカバレッジエリア
内で発生する、異なる３つのタイプのＤ２Ｄ送信が存在する：ｉ）デバイスＣは、近接し
ているこれらのデバイスとの同期を維持することを助ける同期（ｓｙｎｃ）信号をブロー
ドキャストしているように、示されている。ｉｉ）デバイスＢは、デバイスＡをターゲッ
トとしたディスカバリー（探索）および／またはデータ信号を送信するように示されてい
る。ｉｉｉ）デバイスＤは、デバイスＡに対する干渉としてここではみなされるディスカ
バリー（探索）および／またはデータ信号を送信するように示されている。
【００３１】
　デバイスＡにおいて観測されるリンク品質を決定するためには、少なくとも二つのパラ
メータが必要であり、これには注目している受信信号の平均電力と、受信信号強度インジ
ケータとが含まれ、以下で説明される。受信信号の平均電力について、デバイスＡは、た
とえば、同期信号、および／または、ディスカバリー信号、および／または、データ信号
、および／または、スケジューリング割り当て（ＳＡ）など、望まれるかもしくは欲しい
とされるＤ２Ｄ信号の検出を実行することによってスタートとし、検出に成功すると、デ
バイスＡは、欲しいとされる信号を送信したＤ２Ｄ ＵＥの識別情報を識別し、欲しいと
される信号について測定を実行する。これはＲＳＲＰ測定と比較されてもよい。この測定
は、注目しているＵＥから受信された平均電力と呼ばれる。たとえば、巡回冗長検査（Ｃ
ＲＣ）が成功すると、検出が成功したとみなされる。欲しいとされる信号（ディスカバリ
ーおよび／またはデータ）がデバイスＢから送信されたものであると仮定すると、デバイ
スＡは、その後でＣＲＣが実行されることになる信号の検出を実行し、ＣＲＣが成功する
と、デバイスＢの識別情報が識別され、受信信号の平均電力が推定される。
【００３２】
　デバイスＡは、デバイスＢへの専用信号（ディスカバリー、データまたはＳＡ）を送信
するため、または、デバイスＢを中継デバイスとして使用するために、デバイスＢの識別
情報を使用してもよい。
【００３３】
　例示的な実施形態にしたがって、検出された信号に関連づけられた基準信号について測
定が実行されてもよい。他の例によれば、デバイスＡは、たとえば、ディスカバリー信号
などの他の送信について実行された測定に基づいて、たとえばＳＡなどのある送信のため
の電力を推定してもよい。このケースによれば、推定された電力は、リスケーリング（再
スケーリング）ステップの後の測定電力から取得されてもよく、ここでリスケーリングは
、測定されたチャネル／信号と当該電力が推定されたチャネル／信号との間のバンド幅レ
シオに対応していてもよい。この理由は、ＵＥが一定電力の制限により動作しており、所
与のリソースについての平均受信電力が、所与の信号／チャネルの使用バンド幅の関数だ
からである。
【００３４】
　前述したように、受信信号強度インジケータは、リンク品質を決定するために必要とさ
れる。信号強度インジケータの測定は、注目しているチャネル／信号についての有用な信
号プラス干渉の測定を目的としている。
【００３５】
　例示的な実施形態にしたがって、信号強度インジケータは、注目しているＵＥについて
の検出に成功したチャネル送信の少なくとも一部を介したチャネル／信号について測定さ
れてもよい。
【００３６】
　そのような例示的な実施形態についての有利な点は、信号強度インジケータの正確な推
定を提供できることである。受信機（例：デバイスＡ）は、有用な信号および干渉の両方
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が受信信号強度インジケータの測定結果に存在することを、前提としてもよい。
【００３７】
　他の例示的な実施形態にしたがって、デバイス（デバイスＡ）によって既知でありうる
リソースのセット上で信号強度インジケータが測定されてもよく、たとえば、これは、注
目しているチャネル／信号（スケジューリング割り当て（ＳＡ）、データ、ディスカバリ
ー、その他）についてのプールであってもよい。
【００３８】
　図４は、リソースのプールを使用したリソース分割の一例を示しており、各プールは、
たとえば、ディスカバリー、ＳＡおよびデータとして示されているリソースのタイプごと
のものである。同期信号の分割もまた示されている。図示されているように、上述したよ
うな測定はそのようなリソース上で実行される。図示されているように、受信信号電力の
測定のために、注目している信号上で測定が実行され、この例では、これはディスカバリ
ーリソースプール上で送信されているディスカバリー送信信号である。信号強度インジケ
ータの測定のため、ＳＡリソースプールのセットおよび／または図示されたデータリソー
スプールのセット上で測定が実行されてもよい。
【００３９】
　ゆえにこの例によれば、デバイスＡは、ディスカバリー信号／チャネルを検出し、検出
に成功すると（たとえば、ＣＲＣチェックに成功すると）、デバイスＡは、ディスカバリ
ー信号／チャネルを送信したＤ２Ｄデバイスの識別情報を識別し、受信信号電力を推定す
るために、ディスカバリーリソースプール上で送信されたディスカバリー送信について測
定を実行してもよい。デバイスＡは、さらに、ＳＡプールおよび／またはデータプールで
す送信された送信について測定を実行して、信号強度インジケータを推定してもよい。こ
れらの推定に基づいて、リンク品質＝ＮＰＲＢ × （推定された受信信号電力／推定され
た信号強度インジケータ）として、リンク品質が決定されてもよく、ここでＮＰＲＢはＤ
２Ｄ通信のために使用される測定バンド幅における物理リソースブロックの数である。
【００４０】
　なお、受信信号電力は、データプールのリソースまたはＳＡプールのリソースで受信さ
れた送信に基づき推定されてもよく、信号強度インジケータはディスカバリープールのリ
ソースで受信された送信に基づいて推定されてもよい。これは図５に示されている。図示
されているように、信号品質が決定される。図５において、デバイスＡはデバイスＡにお
いて事前に構成されたリソースのセット上で信号強度インジケータを測定すると仮定され
ている。たとえば、これは、注目しているチャネル／信号であるここでのディスカバリー
信号が送信される、リソースのプールである。デバイスＡは、データ送信についての受信
信号電力を推定し、図４に関連して説明されたようにリンク品質を決定する。
【００４１】
　ここでの実施形態の有利な点は、ＬＴＥにおけるケースのようなセル特有の基準信号に
ついて測定が実行されなくてよいことである。他の有利な点は、レガシーな測定定義を直
接適用することと比較して、Ｄ２Ｄリンク品質測定の精度が向上することである。
【００４２】
　図６を参照すると、そこには、例示的な実施形態にしたがって受信信号電力測定を実行
するための、デバイスＡによって実行されるプロシージャまたは方法の一例が示されてい
る。
【００４３】
　図示されているように、本方法は、たとえばディスカバリー信号またはスケジューリン
グ割り当て（ＳＡ）のデータ信号など、注目しているＤ２Ｄ信号／チャネルを受信するデ
バイスＡによって開始する６００。
【００４４】
　本方法はさらに、信号／チャネル検出６１０を実行すること６１０と、検出が成功した
かを判定すること（たとえばＣＲＣを実行することによって）６２０と、成功したのであ
れば、当該信号／チャネルを送信したＤ２Ｄ ＵＥ（またはデバイス）についての識別情
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報が識別されること６３０とを有する。その後で、デバイスＡは、検出に成功した信号／
チャネルのリソース上で受信信号電力測定を実行する６４０。検出に失敗すると（たとえ
ば、ＣＲＣが失敗する）、デバイスＡは、測定の実行をやめて６５０、その代わりに、他
の信号／チャネルをリッスンし、再度試行する。上述したように、デバイスＡは、ディス
カバリー、データまたはＳＡに属しているリソースのセット上で信号強度インジケータの
測定を実行してもよい。
【００４５】
　これらの推定／測定に基づいて、リンク品質＝ＮＰＲＢ ×　（推定された受信信号電
力／推定された信号強度インジケータ）として、リンク品質が決定されてもよい。ここで
ＮＰＲＢはＤ２Ｄ通信のために使用される測定バンド幅における物理リソースブロックの
数である。
【００４６】
　信号／チャネルを送信したＤ２Ｄ送信機ＵＥの識別情報は、専用のシグナリング、たと
えば、ディスカバリー、データもしくはＳＡを当該送信機に送信するために使用されても
よく、または、当該送信機ＵＥを中継ノードとして使用することを当該Ｄ２Ｄ ＵＥに可
能ならしめるために使用されてもよい。
【００４７】
　図７を参照すると、すでに説明された実施形態にしたがったＤ２Ｄ ＵＥを（例：デバ
イスＡ）によって実行される方法のフローチャートが示されている。
【００４８】
　本方法は、
　（７１０）信号／チャネルを受信することと、
　（７２０）信号／チャネル検出を実行することと、
　（７３０）検出に成功すると送信機ＵＥの識別情報を識別することと、送信機（Ｄ２Ｄ
）ＵＥの識別情報はＤ２Ｄ ＵＥの識別（デバイスＡ）によって、送信機ＵＥへの専用の
シグナリングを送信するために使用されてもよく、または、送信機ＵＥを中継Ｄ２Ｄデバ
イスとして使用するために使用されてもよく、
　（７４０）たとえばディスカバリーなど、当該信号／チャネルのリソース上で受信信号
電力を測定／推定することと、
　（７５０）当該信号／チャネルのリソースまたは他のリソース上で信号強度インジケー
タを測定／推定することと、を有する。すでに説明されたように、信号強度インジケータ
は、たとえば、ディスカバリーなど、注目している送信側ＵＥについて検出に成功した信
号／チャネルに関連付けられたリソース上で測定／推定されてもよい。信号強度インジケ
ータは、代わりに、たとえば、データまたはＳＡなどの信号／チャネルのための他のリソ
ース上で、測定／推定されてもよく、受信信号電力が測定または推定されたリソースとは
異なる他のリソース上で、推定されてもよく、
　（７６０）測定／推定された受信信号電力に基づくとともにさらに測定／推定された信
号強度インジケータに基づいてリンク品質を決定する。
【００４９】
　図７と関連して説明された方法またはプロシージャステップを実行するために、Ｄ２Ｄ
デバイス（ＵＥ）８００は、図８に示され、以下で説明される構成を有する。
【００５０】
　Ｄ２Ｄ ＵＥ８００は、処理回路または処理モジュールまたはプロセッサまたは手段８
１０と、アンテナ回路（不図示）と、受信機回路または受信機モジュール８２０と、送信
機回路または送信機モジュール８３０と、メモリモジュール８４０と、送信機回路８３０
と受信機回路８２０とを含みうるトランシーバ回路またはトランシーバモジュール８５０
とを有する。
【００５１】
　Ｄ２Ｄ ＵＥは、たとえば、移動端末、無線端末、移動局、移動電話機、セルラー電話
機、または、スマートフォンなどの無線デバイスであってもよい。さらに異なる無線デバ
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イスの例は、無線能力を有するラップトップと、ラップトップ実装型装置（ＬＥＥ）と、
ラップトップ搭載型装置（ＬＭＥ）と、ＵＳＢドングルと、顧客構内装置（ＣＰＥ）と、
モデムと、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）と、または、ときには、無線能力
を有するサーフプレートと呼ばれたり、単にタブレットとよばれるタブレットコンピュー
タと、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）可能なデバイスまたはＵＥ、たとえば、センサを搭載
したＵＥなど、センサのようなマシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスなどを含み、これら
は例示にすぎない。
【００５２】
　処理モジュール／回路８１０は、プロセッサ、マイクロプロセッサ、特定用途集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他等を含み、
「プロセッサ８１０」と呼ばれてもよい。プロセッサ８１０はＤ２Ｄ ＵＥ８００の動作
とその構成部品を制御する。メモリ（回路／モジュール）８４０は、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、および／または、プロセッサ８１０
によって使用されうるデータやインストラクションを記憶するための他のタイプのメモリ
を含む。一般に、一つ以上の実施形態におけるＤ２Ｄ ＵＥ８００はここで開示されたい
ずれかの実施形態の動作を実行するように構成された固定またはプログラムされた回路を
含む。
【００５３】
　少なくとも一つのそのような例によれば、Ｄ２Ｄ ＵＥ８００は、マイクロプロセッサ
、マイクロコントローラ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または、非一過性のコンピュー
タ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラムからコンピュータプログラムインストラ
クションを実行するように構成されているか、またたは、処理回路にアクセル可能な他の
処理回路を含む。ここで「非一過性」とは、永久であることや変更できない記憶装置を意
味することは必要ではなく、ワーキングメモリまたは揮発性のメモリを含んでもよく、こ
の用語はいくつかの永続的な記憶装置を暗示している。プログラムインストラクションの
実行は、ここで開示されたＤ２Ｄ ＵＥの動作を実行するように処理回路を特別に適合ま
たは構成する。さらに、Ｄ２Ｄ ＵＥは図８には示されていない追加の構成部品を有して
もよい。
【００５４】
　受信機モジュール／回路８２０（受信機８２０もしくは受信機回路８２０とも呼ばれる
）またはトランシーバモジュール／回路８５０（送信機８５０もしくは送信機回路８５０
とも呼ばれる）は、たとえば、Ｄ２Ｄディスカバリー信号もしくはＤ２Ｄ信号もしくはＤ
２Ｄ ＳＡなど、信号／チャネルを受信するように構成される。処理回路／モジュール８
１０は受信された信号の検出を実行するように構成されているとともに、さらに検出が成
功したか否かを判定するように構成されている。これはＣＲＣを実行することによって実
行されてもよく、処理回路／モジュール８１０は、ＣＲＣが成功すると、当該信号／チャ
ネルを送信したＤ２Ｄデバイス（ＵＥ）の識別情報を識別するように構成されている。
【００５５】
　処理回路／モジュール８１０は、さらに、当該受信された信号／チャネルのリソース上
で受信信号電力を測定または推定するように構成されている。処理回路／モジュール８１
０は、さらに、上述したように、当該信号／チャネルのリソース上または他のリソース上
で信号強度インジケータを測定または推定するように構成されている。処理回路／モジュ
ール８１０は、さらに、推定された受信された信号電力に基づくとともに、推定された信
号強度インジケータに基づき、受信された信号／チャネルのリンク品質を決定するように
構成されている。すでに説明されたように、リンク品質＝ＮＰＲＢ × （推定された受信
信号電力／推定された信号強度インジケータ）としてリンク品質が決定されてもよく、こ
こでＮＰＲＢはＤ２Ｄ通信のために使用される測定バンド幅における物理リソースブロッ
クの数である。Ｄ２Ｄ ＵＥ８００は、検出が成功しなければ、測定の実行をやめるよう
に構成されている。
【００５６】
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　送信回路／モジュール８３０は、たとえば、ディスカバリー信号、データ信号、および
／または、ＳＡなどの信号／チャネルを他のＤ２Ｄ ＵＥに送信するように構成されてい
る。
【００５７】
　メモリモジュール８４０はプロセッサ８１０によって実行可能なインストラクションを
含んでもよく、これによりＤ２Ｄ ＵＥ８００はすでに説明された方法のステップを実行
するように動作する。さらにコンピュータ可読コード手段を含むコンピュータプログラム
も提供され、第一通信デバイス８００によって実行されると、たとえば、プロセッサ８１
０がＤ２Ｄ ＵＥ８００に、図６－７に関連して開示された上記の方法のステップを実行
させ、当該方法は、少なくとも、信号／チャネルを受信することと、信号／チャネルの検
出を実行することと、検出に成功すると（たとえば、ＣＲＣが成功すると）送信機Ｄ２Ｄ
 ＵＥの識別情報を識別することと、たとえば、ディスカバリーなど、当該信号／チャネ
ルのリソース上で受信信号電力を測定または推定することと、当該信号／チャネルのリソ
ースまたは他のリソースで信号強度インジケータを測定／推定することと、を有する。す
でに説明されたように、信号強度インジケータは、たとえば、ディスカバリーなど、注目
している送信機ＵＥについて検出に成功した信号／チャネルに関連付けられたリソース上
で測定／推定されてもよい。信号強度インジケータは、かわりに、たとえば、データまた
はＳＡなどの信号／チャネルについての他のリソース、たとえば、信号電力が測定／推定
されたところのリソースとは異なる他のリソース上で、測定／推定されてもよいし、測定
／推定された受信された信号電力に基づくとともに、測定／推定された信号強度インジケ
ータに基づいて、リンク品質は決定されてもよい。すでに説明されたように、リンク品質
＝ＮＰＲＢ × （推定された受信信号電力／推定された信号強度インジケータ）としてリ
ンク品質が決定されてもよく、ここでＮＰＲＢはＤ２Ｄ通信のために使用される測定バン
ド幅における物理リソースブロックの数である。
【００５８】
　Ｄ２Ｄ ＵＥ８００は、検出が成功しなければ（たとえば、ＣＲＣが失敗すると）、測
定の実行をやめるように構成されている。
【００５９】
　Ｄ２Ｄ ＵＥ８００（図３のデバイスＡに関連する）によって実行される追加の動作は
、すでに説明された。
【００６０】
　この開示を通して、単語「有する」または「有している」は非限定の趣旨で使用されて
おり、つまり、「少なくとも含む」ことを意味している。ここでは特定の用語が使用され
たものの、一般的で説明的なセンスでもって使用されており、限定の目的では使用されて
いない。本開示では、とりわけ、３ＧＰＰ ＬＴＥからの用語が本発明を例示するために
使用されてきたが、これは本発明の範囲を上述したシステムにのみ限定するものとみなす
べきではない。Ｄ２Ｄ通信を採用するＬＴＥ－Ａ（またはＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）、
５Ｇ、ＵＭＴＳ、ＷｉＭａｘ、および、ＷＬＡＮを含む他の無線システムは、本開示によ
ってカバーされるアイデアを有効に活用することで利益を得るであろう。
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